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11人が市
政を問う

8～13
一般質問

６月定例
会

委員会審
査報告

5～7
2～4

地域のか
がやき

22
あんな 

こんな

シリーズ
議会改

革 14～18
開かれた

議会をめ
ざして

今回の題字は、 　　　　　　  　　さん（高宮中学校３年生）です。



共にがんばろう東日本

被災地（東日本大震災）への市職員派遣など
4577万円追加

2第30号　平成23年8月1日発行

一
般
会
計
補
正
予
算

可
決

６月定例会

（
付
議
さ
れ
た
案
件
）

○
諮
問
第
２
号　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

○
諮
問
第
３
号　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

○
同
意
第
２
号　

安
芸
高
田
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
の
同

意
に
つ
い
て

○
承
認
第
５
号　

専
決
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

�

【
安
芸
高
田
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
】

○
議
案
第
53
号　

安
芸
高
田
市
暴
力
団
排
除
条
例

○
議
案
第
54
号　

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

�

【
消
防
団
詰
所
関
係
】

○
議
案
第
55
号　

安
芸
高
田
市
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
議
案
第
56
号　

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
57
号　

財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

�

【
高
宮
地
区
工
業
団
地
下
水
処
理
施
設
関
係
】

○
議
案
第
58
号　

安
芸
高
田
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
議
案
第
59
号　

安
芸
高
田
市
営
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
議
案
第
60
号　

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

�

【
西
土
手
住
宅
集
会
所
関
係
】

○
議
案
第
61
号　

財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

�

【
西
土
手
住
宅
集
会
所
関
係
】

○
議
案
第
62
号　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

�

【
安
芸
高
田
市
消
防
本
部
通
信
指
令
台
更
新
工
事
】

○
議
案
第
63
号　

平
成
23
年
度
安
芸
高
田
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

６
月
定
例
会

　

６
月
定
例
会
を
、
６
月

13
日
～
29
日
ま
で
を
会
期

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
６
議
案
に
つ
い
て
質

疑
・
答
弁
が
あ
り
、
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。（
補
正
予
算
の

審
査
は
３
～
４
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）

　

各
常
任
委
員
会
へ
付
託

の
あ
っ
た
条
例
な
ど
５
議

案
は
、
す
べ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。（
各

常
任
委
員
会
の
審
査
は
５

～
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

一
般
質
問
で
は
、
11
人

が
市
政
を
問
い
ま
し
た
。

（
８
～
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

職員が見た被災地（宮城県気仙沼市） 避難所の状況（宮城県気仙沼市）
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６月定例会

■
総
務
部

前
重　

福
島
県
郡
山
市

へ
の
支
援
派
遣
予
定
職

員
の
職
員
手
当
等
は
。

杉
安
総
務
課
長　

保
健

師
、
一
般
職
員
と
も
に

旅
費
、
時
間
外
手
当
等

通
常
業
務
と
同
様
の
手

当
て
と
な
る
。

青
原
・
金
行
・
塚
本

　

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

で
市
管
理
の
も
の
の
対

応
、
ま
た
今
後
の
補
助

申
請
へ
の
対
応
は
。

行
森
危
機
管
理
室
長

　

市
管
理
の
も
の
は
本

年
度
で
全
基
完
了
予

定
、
集
落
単
位
で
の
補

助
申
請
へ
の
対
応
は
今

後
と
も
継
続
す
る
。

■
福
祉
保
健
部

今
村　
「
広
島
県
思
い

や
り
駐
車
場
利
用
証
交

付
制
度
」
に
つ
い
て
、

市
内
に
何
カ
所
の
駐
車

場
を
設
け
る
の
か
。

俵
社
会
福
祉
課
長　

市

内
に
37
施
設
を
予
定

し
、
新
設
区
画
を
合
わ

せ
、
合
計
108
区
画
を
予

定
し
て
い
る
。

■
産
業
振
興
部

秋
田　

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
（
防
護
柵
）
の
申

請
状
況
と
今
後
の
見
込

み
は
。

猪
掛
地
域
営
農
課
長

　

昨
年
度
と
同
様
の
補

助
率
で
２
２
６
２
万
円

分
の
事
業
量
、
当
初
要

望
の
半
分
程
度
と
な
っ

て
い
る
が
内
容
整
理
の

う
え
事
業
実
施
し
た

い
。

青
原　

ジ
ビ
エ
活
用
に

つ
い
て
地
域
振
興
事
業

団
へ
の
委
託
と
猟
友
会

と
の
調
整
は
、
又
増
改

築
費
用
が
無
駄
に
な
ら

な
い
よ
う
要
望
す
る
。

清
水
産
業
振
興
部
長

　

猟
友
会
並
び
に
有
害

鳥
獣
捕
獲
班
に
は
過
日

緊
急
総
会
の
席
上
で
協

力
を
お
願
い
し
て
い

る
。

前
川　
「
ふ
る
さ
と
応

援
の
会
」
に
つ
い
て
入

会
な
ら
び
に
入
会
金
の

状
況
は
。

猪
掛
地
域
営
農
課
長

　

会
員
申
込
数
は
現
在

500
名
超
で
二
次
募
集
中

で
あ
り
、
入
会
金
に
つ

い
て
は
振
込
用
紙
を
作

成
中
で
あ
る
。

快適な住環境の整備
～防犯灯のLED化や鳥獣対策防護柵など～

予
算
常
任
委
員
会

　

６
月
13
日
の
本
会
議

に
お
い
て
審
査
を
付
託

さ
れ
ま
し
た
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て
、
６
月
14
日

に
委
員
会
を
開
き
、
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

�

委　
員　
長　

赤
川
三
郎

�

副
委
員
長　

水
戸
眞
悟

�

委　
　

員　

議
長
を
除

　
　
　
　
　

く
全
議
員

補助金の活用で節電対策

利用証交付制度　７月１日実施
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今
村
・
水
戸　

地
産
地

消
の
推
進
に
つ
い
て
地

域
振
興
事
業
団
へ
の
委

託
理
由
と
予
算
の
積
算

は
。

清
水
産
業
振
興
部
長
・

猪
掛
地
域
営
農
課
長

　

事
業
団
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
、
市
と
連
携

し
推
進
し
た
い
。又「
ふ

る
さ
と
応
援
の
会
」「
ジ

ビ
エ
特
産
化
事
業
」
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
内

容
を
精
査
の
う
え
予
算

化
し
た
。

水
戸　

施
設
修
繕
費
の

内
訳
は
、
又
地
元
猟
友

会
と
の
緊
密
な
連
携
を

要
請
す
る
。

清
水
産
業
振
興
部
長
・

猪
掛
地
域
営
農
課
長

　

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
な

ど
野
生
鳥
獣
肉
の
処

理
方
法
等
研
究
の
た

め
、
食
品
衛
生
法
に
基

づ
き
、
既
存
の
施
設
を

食
肉
処
理
業
許
可
施
設

と
す
る
た
め
の
改
修
費

用
。
地
元
猟
友
会
と
の

連
携
を
密
に
し
取
り
組

む
。

■
教
育
委
員
会

青
原　

給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
人
事
、
天
下
り
が

取
り
立
た
さ
れ
て
い
る

が
そ
の
考
え
は
。
ア
グ

リ
フ
ー
ズ
の
職
員
が
兼

職
で
も
よ
い
の
で
は
。

佐
藤
教
育
長　

人
事
上

の
都
合
で
非
常
勤
職
員

と
し
て
適
任
者
を
選
任

し
た
。
天
下
り
と
思
っ

て
い
な
い
。
給
食
セ
ン

タ
ー
の
運
営
は
市
の
直

営
で
あ
り
ア
グ
リ
フ
ー

ズ
へ
の
委
託
は
調
理
、

配
送
な
ど
の
一
部
業
務

委
託
と
し
て
い
る
。

全
体
質
疑

青
原　

企
画
振
興
部
予

算
で
文
化
遺
産
を
活
用

し
た
観
光
振
興
・
地
域

活
性
化
事
業
と
中
山
間

地
域
観
光
メ
ニ
ュ
ー
強

化
事
業
の
詳
細
は
。

竹
本
企
画
振
興
部
長

　

観
光
振
興
・
地
域
活

性
化
事
業
は
、
10
分
の

10
の
国
費
交
付
金
で
、

神
楽
体
験
、
高
校
生
の

神
楽
甲
子
園
、
文
化
遺

産
記
録
作
成
等
を
申
請

し
て
い
る
。
中
山
間
地

域
観
光
メ
ニ
ュ
ー
強
化

事
業
は
県
費
２
分
の
１

の
補
助
事
業
で
神
楽
体

験
実
証
実
験
や
広
島
市

か
ら
の
集
客
実
証
実
験

を
想
定
し
た
も
の
。

６月定例会

・防犯灯設置費　2,255万円（3,150基、進捗率70％）
・鳥獣対策費　　   762万円（当初予算2,500万円、30％増）
・地産地消推進費   774万円（ふるさと応援の会・ジビエ事業）
・被災者支援費　   266万円（東日本大震災支援対策職員派遣分）

レインボーファーム　食肉処理施設に活用予定

練習に励む吉田高校神楽部員
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総務企画

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　

５
月
16
日
所
管
事
務

に
つ
い
て
３
件
の
調
査

を
実
施
。
ま
た
、
６
月

定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
１
件
、
所
管
事
務

調
査
２
件
を
、
６
月
22

日
に
委
員
会
を
開
き
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
暴
力
団

排
除
条
例

○
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
福
島
原
発
事
故
を

受
け
て
住
民
の
生
活

と
健
康
を
守
る
べ

く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
見
直
し
等
を
求

め
る
要
望
書

　

委　
員　
長�

秋
田
雅
朝

　

副
委
員
長�

前
重
昌
敬

　

委　

���

員�

先
川
和
幸

�

山
本　

優

�

赤
川
三
郎

�

今
村
義
照

�

藤
井
昌
之

■
質　

疑

先
川　

本
条
例
を
出
さ

れ
た
背
景
は
。
ま
た
、

他
の
市
町
で
は
暴
力
団

条
例
は
ど
れ
く
ら
い
あ

る
か
。

沖
野
総
務
部
長　

23
年

４
月
１
日
、
広
島
県
暴

力
団
排
除
条
例
が
制

定
。
あ
わ
せ
て
各
自
治

体
が
同
じ
趣
旨
の
条
例

を
制
定
す
る
こ
と
に
よ

り
、
暴
力
団
排
除
を
推

進
し
て
い
く
た
め
。

行
森
危
機
管
理
室
長

　

県
内
23
市
町
の
う

ち
、
８
市
６
町
が
議
会

へ
上
程
予
定
。

山
本　

市
内
で
の
暴
力

団
組
織
、
事
件
数
の
把

握
は
あ
る
か
。

沖
野
総
務
部
長　

安
芸

高
田
警
察
署
の
説
明
で

は
、
暴
力
団
事
務
所
は

な
く
、
関
係
者
は
４
人

居
住
し
て
い
る
状
況
。

前
重　

市
民
が
暴
力

団
・
暴
力
団
員
と
特
定

す
る
こ
と
が
難
し
い
と

思
う
が
そ
の
確
認
は
。

沖
野
総
務
部
長　

安
芸

高
田
警
察
署
に
対
す
る

該
当
者
照
会
結
果
に
よ

り
判
断
す
る
。
服
装
や

身
だ
し
な
み
で
判
断
す

る
も
の
で
は
な
い
。

　暴力団の排除に関する基
本的施策、暴力団員に対す
る利益の供与の禁止、祭礼
からの暴力団の排除等を定
めることにより、市民の安
全で平穏な生活を確保す
る。

概　要

市暴力団排除条例
10月１日から施行！

【審査の経過】 委員会として慎重に審査を行い、本要望書については、４点を国に対応を求
めるよう意見書を提出することにしました。

◎東日本大震災による福島原発事故を受けて住民の生活と健康を守るべく、
エネルギー政策の見直し等を求める要望書

要望者：広島県保険医協会理事長
趣　旨：福島原発事故において、事態の早期収束を国及び電力会社に求めるとともに、

全国の住民へ放射線の影響等に関する情報を、迅速且つ正確に提供することを
求めるよう、責任を持って住民への情報提供を行うこと。

　　　　早急に原発建設に係わる基準を見直すことを国に求めるよう、現行の基準の下
で原子炉設置が許可されないよう監視を強める。

　　　　国に対して原発に依存するエネルギー政策を早急に見直すことを求める。

要望
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文教厚生

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

６
月
定
例
会
で
付
託

さ
れ
た
案
件
は
な
く
、

送
付
さ
れ
た
要
望
１

件
、
陳
情
１
件
を
、
６

月
23
日
に
委
員
会
を
開

き
慎
重
に
審
査
し
ま
し

た
。（

主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
給
食
セ

ン
タ
ー
へ
の
食
材
物

資
納
入
に
か
か
る
、

地
元
事
業
者
の
積
極

活
用
に
つ
い
て

○
教
育
予
算
を
増
額

し
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
を
堅
持

を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
関
す
る
陳
情

　

委　
員　
長�

青
原
敏
治

　

副
委
員
長�

宍
戸
邦
夫

　

委　
　

員�

児
玉
史
則

�

水
戸
眞
悟

�

山
根
温
子

�

金
行
哲
昭

�

塚
本　

近

　上記の２件の要望・陳情は、委員会で採択し、諸手続きを経てそれぞれ関係機関（国、市）
に意見書の提出、要望書送付をすることとしました。

◎安芸高田市給食センターへの食材物資納入にかかる、
地元事業者の積極活用について

要望者：安芸高田市商工会
要　旨：地元産食材、地元生産品の使用はもとより、地元の業者の積極的活用で、地元

での雇用の維持、新規雇用の創出など、地場産業の活性化が図られる。

◎教育予算を増額し、義務教育費国庫負担制度堅持を求める
意見書提出に関する陳情

陳情者：広島県教職員組合ひろしま地区支部
要　旨：１．教育の自治体間格差を生じさせないために、義務教育費国庫負担制度につ

いて国庫負担率を２分の１に復元することを含め、制度を堅持すること。
　　　　２．学校施設整備費、就学援助・奨学金、学校・通学路の安全対策など、教育

予算の充実のため、地方交付税を含む国の予算を拡充すること。

要望

陳情

給食センター調理場 教育予算の充実を



7 安芸高田市議会だより

産業建設

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

６
月
定
例
会
で
付
託

さ
れ
た
議
案
４
件
、
要

望
１
件
に
つ
い
て
、
６

月
24
日
に
委
員
会
を
開

き
慎
重
に
審
査
し
、
議

案
４
件
を
原
案
ど
お
り

採
択
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
営
住
宅

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
安
芸
高
田
市
営
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
財
産
の
無
償
譲
渡
に

つ
い
て
は
、
西
土
手

住
宅
集
会
所
関
係

○
財
産
の
無
償
貸
付
に

つ
い
て
は
、
西
土
手

住
宅
集
会
所
関
係

　

委　
員　
長�

前
川
正
昭

　

副
委
員
長�

石
飛
慶
久

　

委　

���

員�

大
下
正
幸

�

和
田
一
雄

�

入
本
和
男

�

亀
岡　

等

　

市
営
西
土
手
住
宅
６
棟
10
戸
を

解
体
し
、
西
土
手
住
宅
集
会
所
の

底
地
を
含
め
た
そ
の
跡
地
を
西
土

手
上
自
治
会
へ
無
償
貸
付
。

■
質　

疑

和
田　

貸
付
期
間
30
年
設
定
の
根
拠

は
。

河
野
建
設
部
長　

借
地
借
家
法
と
安

芸
高
田
市
財
務
規
制
に
よ
る
。

概　

要

財産の無償貸付について
西土手住宅集会所関係

【審査の経過】
・土地改良施設の処分の取り消しについて、財産処分の方法に不当性はない。

・農道維持管理について、舗装面より50cm離した所にブロックの設置で、境界に問題なし。

　上記の報告を市より受け、当事者への早期の充分な説明をすることを市へ申し入れしました。

吉田町西土手ふれあい広場（住宅跡地）

◎土地改良施設の処分の取り消し及び　　
農道維持管理の毅然たる処置について

請願者：有留地区ほ場整備組合

　　　　粟森谷地区ほ場整備組合

趣　旨：農道維持管理について、向原町有留６区内の農道の境界が侵奪されている。

　　　　土地改良施設の処分の取り消しについて、有留６区内の農道及び有留７区内の

用水路が不当に財産処分されたので、その財産処分の取り消しを求める。

　　　　以上の２件を市が実行しない事の調査及び措置を要望します。

要望



8第30号　平成23年8月1日発行

一般
質問

1 1 人 が 市 政 を問 う

宍
戸　

東
日
本
大
震
災

の
影
響
に
よ
る
雇
用
環

境
の
変
化
で
、
市
税
な

ど
収
入
の
見
通
し
と
、

生
活
相
談
窓
口
設
置
の

必
要
性
は
。

市
長　

今
の
と
こ
ろ
市

税
に
具
体
的
影
響
は
見

ら
れ
な
い
が
、
今
後
と

も
注
視
し
て
い
く
。
生

活
相
談
窓
口
の
設
置
は

今
後
の
状
況
を
踏
ま

え
、
現
在
設
置
し
て
い

る
安
芸
高
田
市
緊
急
経

済
・
生
活
支
援
対
策
本

部
の
活
用
を
検
討
す
る
。

宍
戸　

市
は
観
光
資
源

の
充
実
強
化
に
力
を
入

れ
て
い
る
が
、
観
光
地

に
至
る
ま
で
の
道
路
及

び
周
辺
の
整
備
は
。

市
長　

市
内
の
観
光
地

へ
通
じ
る
道
路
及
び
周

辺
の
環
境
整
備
は
、
観

光
振
興
に
と
っ
て
重
要

な
要
素
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
と
も
除
伐
や

除
草
を
行
う
と
と
も

に
、
案
内
板
や
標
識
の

設
置
な
ど
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

観光地

市
長
／
案
内
板
や
標
識
の

設
置
を
検
討

道
路
な
ど
周
辺
整
備
は

山
根　

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末

選
定
の
理
由
は
。

市
長　

防
災
告
知
の
ほ

か
、
現
在
の
有
線
電
話

の
代
替
え
機
能
を
持

つ
。
ま
た
、
双
方
向
機

能
を
備
え
、
将
来
的
に

福
祉
や
産
業
、
教
育
分

野
な
ど
へ
の
多
様
な
活

用
が
期
待
で
き
る
。

山
根　

市
内
の
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
は
こ

の
６
月
現
在
２
，
５
９

９
人
、
そ
の
う
ち
要
支

援
・
要
介
護
者
は
８
９

０
人
。
機
器
の
操
作
な

ど
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
利
用
支
援
と
利

用
料
負
担
は
。

市
長　

市
民
総
ヘ
ル

パ
ー
と
光
の
相
互
の
利

点
を
活
か
し
て
い
き
た

い
。
利
用
料
に
つ
い
て

は
、
委
託
事
業
者
と
の

協
議
調
整
の
上
、
料
金

を
設
定
。

山
根　

多
様
な
活
用
に

向
け
た
整
備
の
た
め
に

各
課
連
携
の
必
要
性
は
。

市
長　

関
係
部
署
と
の

連
携
を
図
り
、
よ
り
よ

い
運
営
で
対
応
。

山根 温子
（無所属）

新たな通信機器で

市長／高齢化社会をサポート

光
の
道

道に張り出した樹木

宍戸 邦夫
（無所属）

IP告知端末（イラストイメージ）



9 安芸高田市議会だより

一般
質問

1 1 人 が 市 政 を問 う一問一答

今
村　

今
年
度
で
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
及
び
目

標
管
理
制
度
の
完
成
化

に
向
か
う
と
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

21
年
度
よ
り
、

毎
月
の
幹
部
会
議
で
情

報
の
共
有
と
合
意
形
成

を
図
っ
て
お
り
、
上
半

期
及
び
年
次
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
市
広
報
紙
で

公
表
す
る
。
最
終
的
に

は
、
目
標
管
理
制
度
や

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

を
、
よ
り
定
着
発
展
す

る
こ
と
に
よ
り
、
な
お

一
層
成
果
を
意
識
し
た

質
の
高
い
行
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

今
村　

端
的
に
市
長
の

政
策
を
示
し
、
そ
の
経

営
方
針
を
市
民
に
示
さ

れ
な
い
か
。

市
長　

少
子
高
齢
化
の

中
で
、
そ
の
対
応
の
た

め
、
市
民
に
協
力
し
て

も
ら
う
た
め
、
福
祉
の

コ
ス
ト
、
医
療
コ
ス
ト

を
下
げ
よ
う
と
い
う
の

が
私
の
政
治
理
念
で
あ

る
。

金
行　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協

働
に
つ
い
て
、
国
県
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
に
広
く

公
的
な
サ
ー
ビ
ス
を

担
っ
て
も
ら
う
考
え

（
新
し
い
公
共
）
と
位

置
付
け
、
積
極
的
推
進

を
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
に
事
業
支
援
は
。

市
長　

本
市
に
は
地
域

振
興
組
織
が
あ
り
、
行

政
と
協
働
し
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
る
。

中
身
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
同
じ

で
あ
り
、
若
者
定
住
・

企
業
の
発
掘
が
あ
り
、

中
身
に
よ
っ
て
は
支
援

も
行
う
。

金
行　

積
極
的
な
権
限

移
譲
事
務
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
分
権
社
会
・

地
方
分
権
に
向
け
て
市

が
強
く
な
る
た
め
、
若

者
雇
用
も
必
要
で
は
。

市
長　

国
が
進
め
て
い

る
地
域
主
権
改
革
の
う

ち
、
基
礎
自
治
体
へ
の

権
限
移
譲
に
対
し
、
法

制
化
の
状
況
も
踏
ま
え

対
応
を
進
め
る
。

金行 哲昭
（政友会）

ＮＰＯ事業支援は

市長／中身によっては支援

非
営
利
団
体

行政評価

市
長
／
成
果
を
意
識
し
て

取
り
組
む
　
　
　

進
捗
状
況
は

積極的な権限移譲を

今村 義照
（あきの会）



10第30号　平成23年8月1日発行

一般
質問

石
飛　

郡
山
麓
の
一
帯

が
、
崖
崩
れ
等
の
危
険

性
を
含
ん
で
い
ま
す

が
、
全
山
災
害
防
止
の

た
め
の
早
急
な
手
当
の

必
要
性
を
伺
う
。

市
長　

山
麓
地
域
の
安

全
安
心
を
確
保
す
る
た

め
の
対
策
を
検
討
す
る
。

石
飛　

歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画
へ
の
取
り

組
み
の
有
無
を
伺
う
。

教
育
長　

そ
の
計
画
の

策
定
す
る
考
え
は
な

い
。
案
内
看
板
な
ど
は

充
実
す
る
。

石
飛　

観
光
協
会
の
設

立
の
時
期
等
を
伺
う
。

市
長　

早
期
の
設
立
は

重
要
。
23
年
度
内
で
の

設
立
に
向
け
て
準
備
し

て
い
る
。
全
市
的
な
組

織
体
制
と
し
、
各
団
体

の
連
携
を
取
り
、
幅
広

い
運
営
の
出
来
る
組
織

の
立
ち
上
げ
を
準
備
し

て
い
る
。

山
本　

震
災
を
契
機
に

防
災
基
本
計
画
、
防
災

対
策
に
つ
い
て
見
直
し

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

自
主
防
災
組
織

の
重
要
性
が
認
識
さ

れ
、
県
の
計
画
と
も
あ

わ
せ
、
見
直
し
修
正
を

行
う
。

山
本　

認
識
を
高
め
る

た
め
の
計
画
は
。

市
長　

防
災
フ
ェ
ア
を

企
画
し
、
職
員
の
意
識

も
高
め
る
工
夫
を
す
る
。

山
本　

被
災
地
に
対
す

る
支
援
の
現
状
と
計
画

は
。

市
長　

各
関
係
機
関
と

連
携
し
、
計
画
・
実
施

し
て
お
り
、
義
援
金
に

つ
い
て
も
日
赤
を
通
し

て
お
こ
な
っ
て
い
る
。

山
本　

備
蓄
品
に
つ
い

て
は
。

市
長　

自
治
体
、
民
間

と
の
協
定
を
結
び
対
応
。

山
本　

情
報
伝
達
体
制

の
強
化
に
つ
い
て
。

市
長　

早
急
に
整
備
を

図
り
、
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
携
帯
電
話
の
利
用

に
つ
い
て
も
検
討
。

山本　 優
（絆）

自主防災訓練

歴史的風致維持向上
計画への取り組みは

教育長／策定計画なし

郡
山
城
跡

石飛 慶久
（無所属）

防災

市
長
／
見
直
し
修
正
を
　

災
害
対
策
は

整備が望まれる郡山山道
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一般
質問

音響式信号機の設置拡大を

先
川　

視
覚
障
害
者
に

対
す
る
公
共
施
設
の
今

後
の
整
備
方
針
は
。

市
長　

福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
の
理
念
に
基

づ
き
、
安
全
で
安
心
な

環
境
づ
く
り
に
努
力
す

る
。

先
川　

支
所
等
の
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
や
誘
導
サ
イ

ン
の
維
持
保
全
は
。

市
長　

実
態
を
調
査

し
、早
急
に
改
善
す
る
。

先
川　

横
断
歩
道
の
音

響
式
信
号
機
の
設
置
は
。

市
長　

ニ
ー
ズ
の
拡
大

調
査
を
行
い
、
県
に
早

急
な
設
置
を
要
望
す
る
。

先
川　

選
挙
で
の
点
字

投
票
の
実
態
は
。

市
長　

今
後
、
器
具
の

取
り
扱
い
等
職
員
研
修

を
行
い
、
改
善
に
努
め

る
。

先
川　

災
害
時
の
避
難

場
所
の
見
直
し
は
。

市
長　

こ
の
た
び
の
大

震
災
を
教
訓
と
し
、
さ

ら
な
る
見
直
し
を
図
る
。

前
重　

協
働
の
ま
ち
づ

く
り
へ
市
民
の
参
加
、

地
域
課
題
へ
の
対
応
な

ど
を
誰
が
ど
ん
な
役
割

を
担
い
、
ど
の
よ
う
な

方
法
で
決
め
て
い
く
か

文
章
化
し
た
仕
組
み
の

基
本
ル
ー
ル
を
さ
だ
め

た
、
基
本
条
例
の
整
備

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

情
報
の
公
開
・

共
有
、
市
民
参
画
の
推

進
な
ど
諸
制
度
の
充
実

に
努
め
、
将
来
の
制
定

を
踏
ま
え
必
要
な
環
境

整
備
を
行
っ
て
お
り
、

条
例
制
定
に
つ
い
て
は

課
題
と
し
て
受
け
と
め

て
お
き
た
い
。

前
重　

地
域
振
興
基

金
、
ま
ち
づ
く
り
事
業

基
金
の
具
体
的
な
活
用

は
。

市
長　

基
金
総
額
33
億

円
で
、
地
域
振
興
基
金

は
原
則
、
合
併
特
例
債

の
償
還
終
了
の
平
成
31

年
度
以
降
に
、
ま
ち
づ

く
り
事
業
基
金
は
、
平

成
26
年
度
以
降
の
普
通

交
付
税
減
額
に
対
し
、

地
域
振
興
事
業
に
有
効

活
用
し
た
い
。

基本条例の整備は
市長／今後の課題として

受けとめる　　　

ま
ち
づ
く
り

視覚障害者
市
長
／
安
心
安
全
な
　
　
　
　
　

環
境
づ
く
り
に
鋭
意
努
力

公
共
施
設
の
整
備

状
況
は先川 和幸

（無所属）

前重 昌敬
（絆）

地域振興会により整備された花壇（吉田町相合）



12第30号　平成23年8月1日発行

一般
質問

秋
田　

有
事
に
備
え
、

本
市
防
災
戦
略
の
基
本

で
あ
る
「
地
域
防
災
計

画
」
を
概
要
版
的
な
策

定
を
行
い
、
周
知
・
対

策
に
取
り
組
ま
れ
て
は
。

市
長　

防
災
計
画
を
市

民
と
共
有
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
っ
て
お

り
、現
在
本
市
の
防
災
・

災
害
を
６
項
目
く
ら
い

に
パ
タ
ー
ン
化
し
て
策

定
し
、
周
知
・
徹
底
を

図
る
つ
も
り
で
あ
る
。

秋
田　

危
機
管
理
体
制

の
充
実
に
は
、
災
害
時

の
明
確
な
情
報
提
供
が

重
要
で
、
伝
達
方
法
で

防
災
用
携
帯
ラ
ジ
オ
等

を
有
償
配
付
し
、
取
り

組
ま
れ
て
は
。

市
長　

情
報
提
供
の
充

実
は
重
要
課
題
で
、
携

帯
メ
ー
ル
・
ラ
ジ
オ
等
、

手
法
に
加
え
た
い
。
ま

た
、
自
主
防
災
組
織
に

役
割
を
担
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問

○
防
災
教
育
に
つ
い
て

○
中
学
校
「
武
道
と
ダ

ン
ス
の
必
修
化
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

青
原　

土
師
ダ
ム
サ
イ

ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ

ル
と
周
辺
施
設
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
新
施
設

建
設
が
必
要
と
考
え
る

が
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
改
築
と

今
後
の
予
定
を
伺
う
。

市
長　

現
在
、
建
て
替

え
す
る
よ
う
基
本
設

計
・
実
施
設
計
の
準
備

を
し
て
い
る
が
、
入
浴

機
能
・
宿
泊
機
能
は
盛

り
込
ま
な
い
こ
と
と
し

て
い
る
。

青
原　

今
、
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
等
が
活
発
に
行

わ
れ
て
い
る
。
昨
年
は

コ
ー
ス
整
備
の
た
め
の

芝
張
り
が
行
わ
れ
た
が

途
中
で
止
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
後
ど
う
な
っ

て
い
る
か
、
経
過
と
経

緯
、
ま
た
、
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

市
長　

こ
の
件
は
、
通

常
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
で
は
な
く
、
市
の
営

業
施
設
と
し
て
の
位
置

付
け
を
考
え
、
計
画
を

中
断
し
た
。今
年
度
で
、

グ
レ
ー
ド
の
高
い
も
の

を
整
備
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

秋田 雅朝
（政友会）

万全な防災対策を
市長／防災計画の　　

周知徹底を図る

地
域
防
災

万全な防災対策

建て替えが待たれるサイクリングターミナル

青原 敏治
（あきの会）

サイクリングターミナル

市
長
／
建
て
替
え
準
備
中

改
築
と

今
後
の
予
定
は
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一般
質問

入
本　

農
業
の
将
来
的

な
発
展
を
図
る
た
め

に
、
生
産
・
加
工
・
販

売
の
農
業
経
営
に
、
６

次
産
業
の
支
援
基
金
を
。

市
長　

広
島
北
部
農
協

や
地
域
振
興
事
業
団
等

連
携
し
、
農
産
物
の
加

工
や
商
品
化
に
も
積
極

的
に
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
農
業
の
活
性
化
に

行
政
一
丸
と
な
っ
て
対

処
す
る
。

入
本　

全
国
で
２
０
０

園
が
「
ヨ
コ
ミ
ネ
式
」

保
育
園
の
運
営
を
導
入

さ
れ
て
い
る
が
、
市
の

考
え
は
。

教
育
長　

特
色
あ
る
幼

児
教
育
の
展
開
は
、
保

護
者
や
地
域
の
信
頼
を

得
る
こ
と
に
つ
な
が

り
、
若
者
定
住
政
策
の

一
環
に
発
展
し
て
い
く

こ
と
に
も
つ
な
が
り
、

研
究
す
る
。

入
本　

文
化
セ
ン
タ
ー

の
利
用
の
統
一
を
。

教
育
長　

市
民
の
み
な

さ
ん
が
気
持
よ
く
利
用

で
き
る
環
境
に
し
た
い
。

入本 和男
（あきの会）

農業支援の基金を

市長／検討する　　　

６
次
産
業

市の基幹作物の一つ、水耕ネギ

　議員は、公職選挙法により、選挙区内の人にお金や物を贈ったり、年賀状
などのあいさつ状（答礼のための自筆によるものは除きます）を出したりす
ることが禁止されています。
　例えば、議員が市内のお祭り、会合、スポーツ大会、親睦旅行などに対し
て、「寄付やお祝い」「飲食物の差し入れ」などをした場合には違法行為とし
て処罰されます。
　また、個人に対しても、「病気見舞い」「入学や卒業等の祝い金」「お中元
やお歳暮などの贈り物」を贈ることが禁じられています。（ただし、議員本
人が出席する結婚披露宴の祝儀や葬儀の香典は例外的に罰則の対象となりま
せん。）

議員の寄付行為の禁止
議会

マメ知識
議会

マメ知識
議会

マメ知識
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議会改革

『わかりやすく、開かれた議会をめざして！』
◎これまでの活動報告

回 　 数 月　日 協議内容又は結果

第 ８ 回 ４月20日 市民アンケートの実施・各種団体との意見交換について内容検討

第 ９ 回 ５月  ９日 各種団体との意見交換について内容検討。市民アンケート発送作業

意見交換会 ５月13日 美土里町地域運営協議会連合会

意見交換会 ５月19日 高宮町地域振興会連絡協議会

意見交換会 ５月24日 向原町地域振興会連絡協議会

意見交換会 ５月27日 吉田町地域振興会連絡協議会

意見交換会 ６月  １日 甲田町地域振興連合会

第 1 0 回 ６月10日 市民アンケート結果のまとめ・各種団体との意見交換のまとめ

意見交換会 ６月13日 八千代町地域振興会連絡協議会

第 1 1 回 ７月  １日 市民アンケート結果のまとめ・各種団体との意見交換のまとめ

第 1 2 回 ７月  ６日 今後のスケジュールの確認、市民アンケート等の分析、全議員の意見集約

第 1 3 回 ７月12日 中間報告の取りまとめ

第 1 4 回 ７月14日 中間報告の最終調整

シリーズ（3） 議会改革特別委員会の取り組み

美土里会場 高宮会場
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� 性別はどちらですか？
  男性：45％　　女性：55％ 
 
� 年齢を教えてください。
  ２０歳代：   6％　　３０歳代：11％　　４０歳代：11％
  ５０歳代：19％　　６０歳代：32％　　７０歳以上：21％
 
� どの町にお住まいですか？
  吉 田 町：30％　　八千代町：11％　　美土里町：12％
  高 宮 町：15％　　甲 田 町：16％　　向 原 町：16％
 
� 市議会に関心がありますか？�
  ①　関心がある　　　　　30％
  ②　少し関心がある　　　39％
  ③　あまり関心がない　　22％
  ④　関心がない　　　　　  8％
  　　記入なし　　　　　　  1％
 
 
 
� 問４で③、④を選ばれた方にその理由をお

尋ねします。（複数回答可）
  ①　興味がないから　　　　　26％
  ②　仕組みがわからないから　38％
  ③　期待していないから　　　28％
  ④　その他（　　　　　　）　　  8％

問１

問２

問３

問４

問５

議会改革

市議会に関するアンケート調査結果
　安芸高田市議会では、市民の皆様にわかりやすく、開かれた議会をめざして、平成22年
12月に議会改革特別委員会を設置し、現在、議員定数、報酬、政務調査費について調査研
究を行っているところです。
　この度、市民の皆様の議会に対するご意見やご提言をうかがい、今後の具体的な議会改革
に反映させていくため、市民の方を対象にアンケートを実施し、435人（回答率43.5％）
の方から回答をいただきました。
アンケート調査の概要
　●調査対象者：20歳以上の安芸高田市民　1,000人
　●対象者の選定：無作為抽出（地域別、世代別）
　●調 査 方 法：郵送配布（回収）による無記名アンケート
　●調 査 期 間：平成23年５月10日から５月31日
集計結果の見方
・この調査結果については、各質問に対する回答を単純集計しております。
・百分比は回答者数を100％として算出し、本文及び図表の数字は、小数点以下第１位を
四捨五入しています。



16第30号　平成23年8月1日発行

議会改革

� 「議会だより」を読んでいますか？�
  ①　読んでいる　　　　　　81％
  ②　読んでいない　　　　　18％
  ③　議会だよりを知らない　  1％
 

 
 
 
 
� 市議会の会議などを見た（傍聴した）ことがありますか？（複数回答可）
  ①　議場で傍聴したことがある　　　　　　　　  　7％
  ②　委員会を傍聴したことがある　　　　　　  　　1％
  ③　市役所本庁のモニター中継を見たことがある　  8％
  ④　見たことも傍聴したこともない　　　　　　　81％
  　　記入なし　　　　　　　　　　　　　　　　　  3％
 
� 昨年11月に「議会報告会」を開催しましたが、あなたの参加状況について教えてく

ださい。
  ①　参加した　　　　　　　　　　　　　　　  　2％
  ②　用事等で参加できなかった　　　　　　　　36％
  ③　議会活動に興味がないので参加しなかった　11％
  ④　議会報告会の開催を知らなかった　　　　　42％
  ⑤　その他（　　　　　　　）　　　　　　　　　  5％
  　　記入なし　　　　　　　　　　　　　　　　  4％
�
� 議会報告会について、どう思われますか？
  ①　必要だ　　　58％
  ②　必要ない　　  5％
  ③　わからない　34％
  　　記入なし　　  3％
 

 
 
 
� あなたの意見や市民の声が、議会に反映さ

れていると思いますか？
  ①　反映されている　　　　　  3％
  ②　ある程度反映されている　32％
  ③　反映されていない　　　　26％
  ④　わからない　　　　　　　33％
  ⑤　その他（　　　）　　　　　  2％
  　　記入なし　　　　　　　　  4％
 

� 市議会の改革には、何が必要だと思いますか？（複数回答可）
  ①　議会の審査機能の向上、政策提言機能の強化　14％
  ②　休日や夜間など市民の傍聴しやすい議会　　　12％
  ③　市民の声を聞くための報告会・懇談会の開催　24％
  ④　インターネットなどの会議中継・録画放送　　  8％
  ⑤　市議会ホームページの充実など情報公開　　　10％
  ⑥　議員定数・報酬・政務調査費などの検討　　　26％
  ⑦　その他（　　　　　　　　）　　　　　　　　　  3％
  　　記入なし　　　　　　　　　　　　　　　　　  3％

問６

問７

問８

問９

問10

問11
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� 平成20年12月の改選時から、議員定数を
22名から20名に削減しました。これにつ
いて、どのように思われますか？

  ①　評価する　　53％　　
  ②　評価しない　11％　　
  ③　わからない　31％
  　　記入なし　　  5％

 
� 現在の議員定数について、どう思います

か？
  ①　多いと思う　　　37％
  ②　少ないと思う　　  0％
  ③　今のままでよい　38％
  ④　わからない　　　22％
  　　記入なし　　　　  3％
 
 
 
� 問１３で①、②を選ばれ

た方にお尋ねします。あ
なたは議員定数につい
て、何人がよいと思いま
すか？その理由もお書き
ください。

 
 
 
 
 
 

� 議員には毎月３２万５千円の報酬が支給されて
います。これについて、どう思いますか？

  ①　多いと思う　　　49％
  ②　少ないと思う　　  2％
  ③　適当だと思う　　24％
  ④　わからない　　　21％
  　　記入なし　　　　  4％

主な理由
＊多いと思う
・議会の開催日数は少ないのに報酬が高いと思う。
・仕事内容が伝わっていない。現在どう見ても多いと
思う。
＊少ないと思う
・若手の人が将来を目指して努力してもらう為には少
ない。
・生活を考えるともう少し高くてよい。
＊適当だと思う
・毎日活動されているようであれば適切だと思います。
・議員活動、任期等を考えると適当なものと思う。
・他の市と比べてあまり少なくては若い者が出ない。

問12

問13

問14

問15

②少ないと思う　　　１人
　何人がよいか　　２５人

①多いと思う　　１６１人
　何人がよいか 内　訳

議会改革



18第30号　平成23年8月1日発行

� 政務調査費についておたずねします。議員の調
査研究活動のため、申請した議員に月額３万円
が交付されます。この政務調査費について、ど
う思いますか？その理由もお書きください。な
お、未使用額は、返還することになっています。

  ①　必要である　23％　　
  ②　必要でない　37％
  ③　わからない　36％
  　　記入なし　　  4％

主な理由
＊必要である
・議員の政策提言のための活動は必要。そのために活動した議員に対する調査費の支給は必要。
・使用された明細がわかれば問題ない。様々な調査が必要だと思う。
＊必要でない
・議員報酬の中でやってほしい。
・実際なにを行っているかわからない。

 
� 市議会へのご意見・ご要望等をご自由に記入ください。

主な意見
・安芸高田市は議員さんと市長さんをはじめ市職員に任されているといっても過言ではない
と思います。震災以降の日本経済発展の為、この町から市民一体となり助け合い活力のあ
る日本にしていただきたいと思います。それができる町でもあると信じています。よろし
くお願い致します。
・安芸高田市も子供の数がどんどん減っています。これからは、若者が、地元に残れる環境
を整えて欲しいと思います。学校でも、子供達を都会に送り出す教育をするのではなく、
故郷で活躍するやりがいを教えて欲しい。住み良い市にする為、議員さんは常に色々な人
から意見や情報を聞き報酬以上の結果を出せれば、市民からも費用がかかっても納得され
ます。
・あらゆる年代層の意見を議会に反映させる努力を希望します。
・各地区の集会等に出来るだけ参加（出席）地区の意見や要望を聞いて市政にいかしてもら
いたい。
・議員と住民のへだたりが感じられる。又最終的には選ぶ住民が悪いのだが、執行部との政
策等の「やりあい」が見られなく、議員の住民の代表であるという自覚が感じられません。
・市議会、議会だよりと聞けばとても堅いイメージで目をそむけたくなってしまいます。議
員数の削減、活動費の削減、報酬の削減等、徹底して、厳しくできるものであるならば、
そうしてほしい。市民アンケートでは、市民の声を聞くための一つの方法であり、有意義
に意見させてもらいました。
・市議会にもっと関心が持てるようにホームページ等の情報公開をよろしくお願いします。
・とにかく広く情報を公開、伝達して、議会が何をしようとして、何が出来たのか、なにが
できなかったのか、又そのプロセスも知りたい。これが分からなければ、選挙も全く無意
味なものとなるし、議会も虚しいものとなるのではないでしょうか。
・任期の間に何回か、自分の行っている議員行動の報告会を開くなり、当選すれば終わりで
はなく、次回も地域を代表して立てるよう、お仕事をして頂きたく願います。

問16

問17

　アンケート実施には、多くの皆様からご協力いただき感謝申しあげます。
　なお、主な理由、意見につきましては、紙面の都合上一部の掲載とさせていただきました。

議会改革
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個人交付２年目 ・・・ 13人が活用（執行率81％）

378万円支出　90万円返還

政務調査費収支実績報告（議員合計額）

政務調査費として支出できるもの

■政務調査費受給者（13人）
前　重　昌　敬　　青　原　敏　治
大　下　正　幸� 金　行　哲　昭
水　戸　眞　悟� 入　本　和　男
山　根　温　子� 今　村　義　照
山　本　　　優� 塚　本　　　近
秋　田　雅　朝� 藤　井　昌　之
赤　川　三　郎

項　　　目 金�額�（円）
収　入（交付金） ４, ６８０, ０００

支
　
　
出

調査研究関係費 ３, １４２, ７２６
資 料 関 係 費 ６３７, ２８７
広報公聴関係費 ０
そ の 他 ０
合　　計 ３, ７８０, ０１３

残余額（返還額） ８９９, ９８７

【 政 務 調 査 費 と は 】
　地方自治法に基づき市が条例を制定し、議員が調査研究を行うために必要な経費の一部
として交付する経費のことです。
　申請に基づき 1人月額 3万円が交付され、年間で最高 36 万円を政務調査費として支出
することができます。なお、支出額については、収支及び実績報告書を提出し、残余金は
返還しなければなりません。

22年度　政務調査費

研究研修費
研究会・研修会を開催するために必要な経費、または他の団体の開催する
研究会・研修会に参加するために要する経費
（会場費、講師謝金、出席者負担金、会費、交通費、旅費、宿泊費等）

調 査 旅 費 調査研究活動のために必要な先進地調査又は現地調査に要する経費
（交通費、旅費、宿泊費等）

資料作成費 調査研究活動のために必要な資料の作成に要する経費
（印刷製本代、翻訳料等）

資料購入費 調査研究活動のために必要な図書、資料等の購入に要する経費

広 報 費 調査研究活動、議会活動、市の政策を市民に報告・ＰＲするために要する経費
（広報紙、報告書印刷費、送料、会場費等）

広 聴 費 市民からの市政・議会等に対する要望・意見を聞くための会議等に要する経費
（会場費、印刷費、茶菓子代等）

その他の経費 上記以外の経費で議員の行う調査研究活動に必要な経費

政務調査費
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議会トピックス

地方議会議員年金制度　廃止
　議員年金制度が今年６月から廃止となりました。

　合併と行政改革で議員数が減ったことなどが大きな要因です。

　議会議員年金制度の廃止後の給付に要する費用は、地方公共団体（都道府県・

市町村）が負担することとされています。（地方議会議員共済会が保有する残余

の積立金を除く）

○全国市議会議長会表彰：塚本　　近（高　宮）�……………………………………議員10年

○中国市議会議長会表彰：亀岡　　等（美土里）�……………………………………議員32年

　　　　　　　　　　　　青原　敏治（八千代）　金行　哲昭（甲　田）…………議員16年

　　　　　　　　　　　　入本　和男（甲　田）　今村　義照（甲　田）…………　 〃 　

　　　　　　　　　　　　赤川　三郎（吉　田）　塚本　　近（高　宮）…………議員12年

　　　　　　　　　　　　秋田　雅朝（高　宮）�……………………………………議員８年

全国・中国市議会議長会 議員表彰　８人の現職議員が受賞

　　　　　　　　　　つぎのとおり異動がありました

◎産業建設常任委員会（異動日　６月２日付）

　委員長：（新）前川�正昭　（旧）入本�和男　　副委員長：（新）石飛�慶久　（旧）和田�一雄

◎議会運営委員会（異動日　６月２日付）

　委　員：（新）前川�正昭　（旧）入本�和男

◎議会広報特別委員会（異動日　６月 29 日付）

　委　員：（新）亀岡　�等　（旧）和田�一雄

委員人事

安芸高田市議会議長　藤井　昌之
つぎのとおり就任しました
全国市議会議長会　建設運輸委員会 委員長
　　　　　　　　　（任期：23年６月17日～１年間）
　他に、国と地方の協議の場等に関する特別委員会委
員、全国高速自動車道市議会協議会監事を務めています。

広島県市議会議長会　副会長
　　　　　　　　　（任期：23年５月23日～１年間）
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■　お詫びと訂正
　「議会だより�第 29 号�2011（平成 23）年５月１日発行」８ページで、公民館条例一部改
正欄の「廃止される公民館」の中の中央写真で、「高宮公民館」とあるのを「たかみや人
権会館との複合施設である公民館部分」と訂正します。誤解をまねきましたこと、お詫び
いたします。
　高宮公民館は廃止となりましたが、その機能はすべて「たかみや人権会館」に移ります
ので、利用されている方には、これまでどおり使用していただけます。

議会のうごき

■23年４月７日から７月19日までの議会の活動状況は次のとおりです。

月 日 曜日 会議等の名称 会議の主な要旨

4

7 木 全員協議会 小学校まるごと集団疎開支援計画について
23年第2回臨時会 23年度一般会計補正予算（第1号）

11 月 議会広報特別委員会 議会だより第29号の編集・校正について
15 金 議会広報特別委員会 議会だより第29号の編集・校正について
18 月 産業建設常任委員会 市汚泥再生処理センターの概要について

20 水 全員協議会 議長報告等（議会のうごき、委員長報告）
議会改革特別委員会 議会改革の取り組みについて

22 金 議会広報特別委員会 議会だより第29号の最終校正について
28 木 全員協議会 議長報告等
30 土 全員協議会（臨時） 議長報告等

5

9 月 議会改革特別委員会 議会改革の取り組みについて
16 月 総務企画常任委員会 所管事務調査1件、市長報告4件
17 火 産業建設常任委員会 所管事務調査2件、市長報告2件
18 水 文教厚生常任委員会 所管事務調査3件、市長報告3件
19 木 議会運営委員会 23年第2回定例会の運営について
20 金 全員協議会 23年度議会報告会について
23 月 葬斎場建設調査特別委員会 火葬炉設備業者の選定経過について
27 金 議会広報特別委員会 視察応対（山口県和木町議会視察来訪）

6

2 木 産業建設常任委員会 市長報告1件
6 月 議会運営委員会 23年第2回定例会の運営について
13 月 第2回定例会（開会） 議案上程、委員会付託
14 火 予算常任委員会 付託議案審査1件（補正予算第2号）
17 金 全員協議会 23年度議会報告会について
20 月 第2回定例会（一般質問） 質問者6人
21 火 第2回定例会（一般質問） 質問者5人
22 水 総務企画常任委員会 付託議案1件、事務調査2件、陳情審査1件
23 木 文教厚生常任委員会 事務調査1件、市長報告3件、陳情審査2件
24 金 産業建設常任委員会 付託議案4件、陳情審査1件
29 水 第2回定例会（閉会） 議案６件、発議2件（審議・採決）

7

1 金 議会改革特別委員会 議会改革の取り組みについて
6 水 議会改革特別委員会 議会改革の取り組みについて
11 月 議会広報特別委員会 議会だより第30号の編集について
12 火 議会改革特別委員会 議会改革の取り組みについて
14 木 議会改革特別委員会 議会改革の取り組みについて
19 火 議会広報特別委員会 議会だより第30号の編集・校正について

■23年第３回定例会は９月初旬から下旬の開催を予定しています。
　※詳細は、市のホームページや通知公報でお知らせいたします。

23年４月～７月の報告議会のうごき
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美土里小学校（５月15日）

元気いっぱい
� 芝生の運動会

甲田陶芸教室のみなさん（６月９日）

会員募集中

吉田高校美術部のみなさん（６月25日）

シャッターアート
� 地域に元気を

第49回�高宮方面隊分団査閲（７月３日）

日頃の訓練の積み重ね
� で有事即応！

戸島地域振興会（６月25日）

第８回グランドゴルフ大会

八千代南保育園（7月10日）

夏の風物　納涼夏まつり


